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JETプログラム経験者の活躍
～PCとしてクレアで活躍中です！～

（一財）自治体国際化協会 JETプログラム事業部調整課

JET プログラム参加者は、外国語指導助手（ALT）や
国際交流員（CIR）、スポーツ国際交流員（SEA）とし
て約１～５年、日本全国の自治体や教育機関で活躍して
います。そしてプログラム終了後は、日本国内に残っ
たり海外で日本との交流に携わったりするなど、多種
多様な活躍をしています。クレアもプログラム終了後
の勤務先のひとつで、多数の JET プログラム経験者が
Programme Coordinator（PC）として、クレア東京
本部に勤めています。

今回は、そんな PC の中から３人の方に、JET プログ
ラムに参加した当時の思い出や、現在の業務などについ
てインタビューしました。

Q：JET プログラム参加時に印象に残っていることは？
山梨県庁に勤め、担当事業のうちの一つは、海外向け

の観光情報発信でした。2020 年の夏に県の CIR ３人は
特別な企画のため、大月市に招待されました。山梨の西
部にある大月市は、自然に恵まれたコスプレ街を目指し
ています。すでに、国内のコスプレイヤーにはかなりの
人気が集まっているところで、海外のコスプレイヤーに
も知ってほしいという希望で、私たちは撮影に招待され
ました。プロの写真家に撮影を頼みましたので、とても
いい写真が撮れました！自分は「鬼滅の刃」のねずこ
ちゃんに変身しました！
Q：現在の業務内容は？

クレアでは JET プログラム事業部調整課に所属してい
ます。主な仕事は新規来日者の配置に関する業務や、す

でに来日した参加者
の研修サポート役に
もなっています。そ
して、翻訳、通訳、と
ホームページ管理に
も携わっています。
Q：今後の目標は？

今年の９月で、ク
レアでの２年目を迎
えることになります。
まだ知らないことが
多くありますが、今
後来る新しい PC さ
んたちにとっていい
先輩になるように頑張ります！

Q：JET プログラム参加時に印象に残っていることは？
石川県白山市という自治体に就任した私は、国際交流

の経験も、地方行政の知識もなく、正直どのような業務
を任されるのか漠然と不安を抱えていました。しかし、
不安を感じる隙もなく、仕事開始から２日目にして私は、
姉妹都市交流事業の一環として英語も日本語もほとんど
通じない中国の中学生とラフティング体験をしていまし
た。言葉だけがコミュニケーションの全てじゃないとい
うことを改めて思い知らされた上に、一気に中学生たち
との距離が縮み、仲良くなっていました。今でも振り返
ると、国際交流への洗礼を受けたなと思います。
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Q：現在の業務内容は？
交流親善課の幅広い業務の中で、海外自治体幹部交流

セミナーをはじめ、オンライン交流セミナー、姉妹都市
関係の新規提携
および解消など
の業務を主に担
当しています。
姉妹都市を希望
している国内外
の自治体はそれ
ぞれ希望の交流
分野が異なるた
め、全く同じ姉
妹都市関係は二
つとないところ
が面白い部分で
もあります。
Q：最後にひと言！

私の座右の銘は「後悔しない人生を送ること」です。
失敗や成功を問わず、訪れてくる機会の中で関心を抱い
たものには、とことんチャレンジしていきたいと思って
います。将来は自分がどこで何をしているのか想像もつ
かないと考えると、これから先にある無限の可能性を感
じて非常にわくわくします。ただし、一つ言えることが
あるとすれば、どこの世界の片隅にいても日本とのつな
がりは大切にしていきたいと思っています。

Q：JET プログラム参加時に印象に残っていることは？
ずっと忘れられないのは、「TABIBITO SHOKUDO」

というプロジェクトです。地域おこし協力隊の方と、週
末の夜にレストランを借りて、ワーキングホリデーなど
で来ている外国人の方と母国料理を一緒に作って、地域
の方々へ提供しました。世界中から来られた方と一緒に

働いて、そして地域の方も、興味深く食べに来てくだ
さって、日本語が通じなくても楽しく時間が過ごせて、
一番続けたかったことです。普段の CIR の業務とは異
なると思うので、こういったことができて本当にラッ
キーだと思います。

Q：現在の業務内容は？
現在、多文化共生課で、自治体や地域国際化協会の多

文化共生推進のための施策などを支援しています。主
な業務としては、現在自治体などが取り組んでいる課
題などの解決に向けた研修やセミナーなどの開催と、
Facebook や Twitter を利用して情報発信もしてい
ます。

Q：今後の目標は？
実はイギリスに帰国して、2022 年 10 月頃より公務

員となる予定です。まだ配属先などはわからないです
が、できれば日本とのつながりなどがあればうれしいと
思います。なくても、6 年間、JET プログラムとクレア
の PC として勉強したこと、自分の成長などを考えなが
ら、生かしながら、もっと母国に何か貢献できたらと
思っています。

過去にも、384 号（2021年10月号）や 388 号（2022
年２月号）にて PC へのインタビューを掲載しています。
クレアのホームページから閲覧可能ですので、ぜひご覧
ください（http://www.clair.or.jp/j/forum/forum/）。
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TABIBITO SHOKUDO での料理の様子

多文化共生部 Facebook および Twitter の二次元バーコードプロフィール
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勝てないケンカを売る愚か者


